
 



「市民版災害疑似体験サバキャン」について 

260726 山田 淸 

 

1）成り立ち 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の後に杉並区内で開催された大規模防災訓練に

参加した顔見知りの人たちから 

「市民がお客様の訓練ではまずいよね」 

といった声が発端となって始まった活動です。 

詳しくは別紙の「公園緑地_No_79 第 5号 B_本文_p48-49_0305」をご参照ください。 

 

2）開催の概要 

①開催にあたっては杉並区の防災課及び緑公園課と事前の意見交換を行い、杉並区からの

後援を得ているほか、所轄の消防署に「揚煙届」と所轄の警察署に開催する旨の連絡をし

ています。 

②参加者の募集は「杉並区広報」を主体に、口コミやチラシで行っています。 

③形式的には主催者と参加者の関係になりますが、全員が実行委員という考え方で参加者

による協働により当日の運営をしています。 

④応募された方には事前に 

「こういう活動をしますので、必要と思われるものをご用意ください」 

という程度にとどめておき、開催期間の時間配分や役割分担などの説明をします。 

⑤開催期間中は必ずしも予定通りに進められるわけではありませんが、そこはみんなで相

談をしながら臨機応変に対応をしていく状況です。 

 

3）活動の目的 

①サバキャンは「防災訓練」ではなく「災害疑似体験」です。しかも「市民版」という。 

②サバキャンの活動で求めているのは「成功物語」ではなく「失敗の共有」です。イベン

トの最後には、全員から参加した感想を共有します。そして「個々の体験」を「社会の経

験」に変換していき、自助・共助の層を厚くしていけたらと考えています。 

③災害が発生した瞬間から「日常」が「非常時」になります。また「非常時」から、それ

までとは違う「日常」に向き合わなければなりません。 

④「公助」の主たる担い手の行政には「市民の救済」だけでなく「復興計画の作成」とい

った役割がありますので、そのためには防災グッズの準備のほか、自助・共助が成り立つ

「小さな規模での自治」が機能するようなことに結び付けることができたらと考えている

ところです。 

 

 



あることやマンホールトイレのテントが直観的に組み
立てにくいことなどです。

翌2017年も同じ公園で一泊キャンプを開催しまし
た。例年と同様の体験に加え夜の探検では、マンホー
ルトイレの利用の際に、雨の時や夜間に、待機場所や
利用できる空きブースの見極めなど、使い方にいくつ
もの工夫が必要なことも発見しました。

2018年は、10月の桃井原っぱ公園での事前イベ
ントの後に、11月に区内の南側に新しくできた「下
高井戸おおぞら公園」で本イベントを開催しました。
この時は区報で募集を開始した数日後に40名の定員
に達しました。その多くの方々が、子どもを糸口にし
た地域コミュニティの仲間でした。

受付後、過去のイベントと同様のプログラムをこな
し、食事の準備から食べ終わった後の片付けまで、大
人も子どもも全員分担します。夜の不寝番の時間割や
順番などもみんなで話し合って決めました。

3. 公園で開催する意義
「かまどスツール」は使うとかまど部分の塗装が剥

げ、そのたびに塗装しなおす区。申し訳ないと思いつ
つ私たちはサバキャンを続けています。ほかにもいく
つかの失敗もありましたが、こうして経験を重ねてい
くことが、呼びかけ人である私たちにとっても大切な
学びとなり、視野も大きくひろがっています。

また、公園を大事な活動のフィールドにしている私
たちが、こうしたことを公園で実践することに大きな
意義を感じています。それは参加者だけの内輪のイベ
ントだけでなく、公園利用者の関心を引き起こし、会
話を生むからです。こうして少しずつ広がり、受け継
がれていくことが大切だと考えています。

4. 次世代にバトンをつなげたい
私たちの願いは、新しい人たちにバトンタッチして

いくこと。
いつまでも同じ人が中心になるのは、まちづくりの

観点からするとよくありません。私たちはそっと消え
ていく。そしていつの日か、区内のあちらこちらの公
園で、年に一回か二回こうした宿泊キャンプをするこ
とが当たり前になっている。これが一番の願いです。
「ねえねえ、サバキャンって知ってる ? 私、毎年参加

しているんだけど、今度おじさんも参加してみない ?」
なんて言われたら最高ですね。
どの世代にとっても、全身体的感覚で触れ合う機会

が希薄になった現代社会において、こうしたモノや人、
自然と直（じか）に接する体験こそが、いざとなった
ときに身を守る術（すべ）を身に着けるだけでなく、
人間らしい日常の暮らしを失わないで済む大きな力に
なるのではないかと思っています。

だから「今こそ、サバキャン」なのです。

写真2　2018年の区民おおぞら公園でのサバキャン

1.そもそものはじまり
サバキャンとは、文字通り「サバイバルキャンプ」を

略したものです。2011年の東日本大震災直後、杉並
区内の公園で行われた大規模防災訓練に参加した顔見
知りの人たちからあがった「市民がお客さまの訓練で
はまずいよね」という声が発端になって、区内でまち
づくり活動に取り組む人たちを中心に始まりました。

当初のアイデアは、区内にある大きな公園を借り切っ
た災害疑似体験です。それも、初日の朝に参加者が集
合した後は、説明なしで一週間、周囲から遮断された
状況で過ごすというもの。一時間後に立派な自治組織
ができるかもしれないし、最後までずっともめごとが
続くかもしれない。開催できたことそのものに意味が
あるので、どのような結果になったとしても失敗はな
い。この間の個人的な体験が社会の経験になるのだと。

しかし、こんな企画を杉並区だけでなく、どこの自
治体でも受け入れるわけはないですよね。でも、実際
の大災害時にはよく似た事態になるかもしれません。
この想いは、災害に関心を持って活動している方々に
は理解していただけるのではないかと思っています。

さて、このような発想から現実のイベントに至るま
で3年もかかりました。なぜか。それは、町会や消防
団でもなく、防災市民組織でもない設立間もない市民
グループが行う防災訓練に、公共施設である公園を貸
したことがない、というのが理由でした。

そこで力をつけるべく、他自治体で行われている防
災訓練や都立公園で開催の「親子の宿泊防災訓練」に参
加したりして経験を重ねました。そして私たちサバキャ
ンは、2014年7月に区立桃井原っぱ公園で第1回の
デイキャンプ・イベントを開催することができました。

2.いよいよ行動開始
災害は季節を選んでくれない―この考えをベース

に、初回は炎天下での開催でした。テーマは「のぞい
てみよう ! 使ってみよう ! そしてみんなとつながろ
う !」。当初、区は「かまどスツールは一度使うと塗装
が剥がれる。災害本番用なので訓練で使ってくれるな」
と言っていました。しかし、「使ってみなければ使え
るかどうかわからない。剥げることより使ってみるこ

とが大事」と言い続けた結果、やっとかまどベンチを
使う許可がでました。こうした企画の実現に当たって
は、当時の杉並区危機管理室長のご尽力をいただきま
した。だが使ってみた結果、かまどスツールは見事に
塗装が剥げ、かまどベンチは高熱でコンクリート部分
に亀裂が入ってしまいました。（あーあ）。ところが、
区が言ったことは、「やってみてもらってよかったで
す。どうなるかがわかりました。区がやるわけにはい
きませんから」

この年は、杉並区に流れる善福寺川に沿って整備さ
れている都立善福寺川緑地公園で一泊キャンプを体験
することができました。これは、この公園を管理して
いる公園サービスセンターが、園内で毎月プレーパー
クを開催しているグループに参加を呼び掛けた防災訓
練で、サバキャンも役割を担って参加しました。当日
は天候にも恵まれ、大勢の子どもたちの参加があった
ほか、通りがかりの人にイベントの説明をしたり、炊
き出しの試食をすすめたり、来園者にも開かれたもの
で、得ることが多いイベントでした。

翌2015年は、災害時に備えなければならない最重
要課題の一つであるトイレに着目した座学「とことん
トイレ de HUG しよう」の開催です。東日本大震災で
液状化の被害を受けた浦安市の職員の方においでいた
だき、実際に体験された「トイレ使えない問題」を伺い、
避難所運営ゲーム（HUG）の体験や、災害時用トイレ
の現物見学をしました。

続いて2016年1月、真冬の災害は食事と体温の確
保が大切だということを体験するために、定番となっ
た桃井原っぱ公園で「食と暖」をテーマに、ウッドガ
スストーブづくりをはじめ低体温症防止法などの学習
や体験をしました。そして同年秋、ようやくサバキャ
ン主催の一泊キャンプを実現することができました。

一日目の午後に集合してから、マンホールトイレの
組立やテントの設営、備蓄倉庫見学、食事、防災グッ
ズ自慢、災害体験談の交換など様々なプログラムをこ
なし、夜は交代で不寝番をします。そして二日目の朝
に食事とテントの撤収、参加した感想の共有をします。
この間、多くの発見がありました。例えば防災公園に
据えられたかまどスツールは、実用面で改善の余地が
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2021年 8月 16日 

 サバイバルキャンプ杉並 

サバキャン 2021企画書 
 

■  （仮題）木密地域で“生き延びる”を考える 

今回は、「木密地域にある防災公園を使ってみる」をメインテーマとする。 

 

■ サバキャン 2021の目的とねらい 

１． 参加者自らによる災害への対応と減災意識の醸成～自助力の向上 

２． 実践に即した疑似災害時体験 

３． 災害に対応できる人と人のつながりづくり 

４． 災害時にも自立できる地域社会の確立～共助力の向上 

を目的とする。 

 

■ サバキャン 2021実施概要 

➢ 日時  2021年 11月 13（土）10:00～14日（日）10：00  

➢ 実施場所  馬橋公園＋遊び場 118番 

➢ 主催 サバイバルキャンプ杉並 

➢ 後援 杉並区（後援名義使用申請をする） 
➢ 内容 

・木密地域での避難を考える 

・馬橋公園の防災機能を知る 

・逃げ地図づくり 

・私の災害時用グッズ自慢＆非常食自慢 

 

準備するもの   （直火が使えない場合はプロパンガス、バーナーを借りる） 

□大鍋 

□水 

□薪 

□火受け板（一斗缶を開いて作成 2枚） 

□手指消毒液  

□マスク（予備） 

□非接触型体温計 

※コロナウイルス感染症対策を十分とって実施する。 

・手指消毒（手指消毒液、手指洗浄用に固形石けんを配備） 

・マスク着用 

・非接触型体温計で体温測定 

・家族単位あるいは個人での行動をする 

・食べ物を分け合わない 

・ソーシャルディスタンス 

・大声を出さない 

 

◼ 参加者 ： 20名 

➢ サバイバルキャンプ杉並のメンバー 

➢ 区内在住・在勤・在学の方、在活動の方 

➢ 事前申込み制  



■ 参加費：13日（土）午前の部は無料 

13日（土）12:30以降有料 500円 

 

■ 当日のタイムテーブル 
11月 13日（土）     日の入り：16時 36分 

9：00      スタッフ集合  

9:30～      受付開始（参加者リスト、領収書、ネームテープ、マジック） 

10：00開始  ◆馬橋公園の機能を知ろう！ 

          できれば区防災課、公園課から公園が持つ機能のお話とお知らせ 

          放水銃・ゲートシャワー・防災備蓄倉庫・災害用トイレ・給水拠点・漏電ブレーカー 

         ◆講師：木家 浩司さん（ＪＲＶＣ=日本レスキューボランティアセンター）防災散歩 

木密地域で「生き延びるを」考える－地域を知って逃げ地図づくり－ 

◆湯を沸かす    

◆作る：オイルランタンづくり 

◆見る：ソーラーランタンとソーラークッカーの展示と説明(天気次第) 

 

12：30～     昼食 （各自が用意した防災食を各自で食べる） 

 

14:00～        

                                           

 

 

17:00～             

 

18:30～       

 

20:00       

 

 

 

11月 14日（日）     日の出時間：6時 15分 

7：00～      起床  テント乾かし準備   

朝食づくり（湯沸かし） 

8：00～      朝食  

9:00～      振り返りタイム  アンケート 

      片付け 清掃 

10:00       終了 

 

11:00       撤収完了 

宿泊が不可の場合 

防災グッズ自慢 

情報交換タイム 

作ったオイルランタンを灯してみる

16:00  解散 

宿泊が可能な場合 

テント設営 

夕飯の準備（湯を沸かす） 

オイルランタンを灯してみる 

各自が用意した防災食を食べる                 

 

防災夜話 

 

就寝 


